
第
２０
期
（
２
０
１
1
年
度
）
事
業
報
告

第
20
期
定
期

総
代
会
開
催！

イ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
３
階 

バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

6
月
10
日（
日
）   

午
後
1
時

　
今
年
の
総
代
会
は
、
6
月
10
日（
日
）に
リ

バ
ー
モ
ー
ル
西
側
の
イ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
3
階

バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
で
午
後
1
時
か
ら
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
議
に
先
立
ち
、
こ
の
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
だ
よ
り（
自
治
会
報
）で
議
案
書
の
内

容
を
住
民
の
皆
様
に
公
開
し
ま
す
。
推
薦
も

し
く
は
立
候
補
で
総
代
に
な
ら
れ
た
方
は
、

総
代
会
当
日

の
ご
出
席
も

し
く
は
委
任

状
の
ご
提
出

を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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自
治
会
活
動
を
振
り
返
っ
て

「
防
犯・防
災
」体
制
の

組
織
作
り
と
体
制
強
化

1

（２） 「
自
治
会
２０
周
年
」の
特
別
行
事

　

企
画
・
実
施

自
治
会
設
立
20
周
年

2

区
ご
と
に
大
き
な
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ

る
の
は
今
後
の
課
題
で
す
。

　

各
管
理
組
合
は
居
住
者
の
資
産
価

値
を
守
る
と
共
に
、
自
然
災
害
へ
の
防

災
・
減
災
に
む
け
た
人
的
連
携
の
強

化
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

各
街
区
に
て「
防
犯
委
員
」の
任
命
を

い
た
だ
き
、
年
末
特
別
警
戒
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
環
境
部
が
中

心
と
な
っ
て
街
灯
の
点
灯
確
認
を
７
月

と
１１
月
に
実
施
し
て
不
具
合
の
あ
る
照

明
の
取
替
を
行
政
に
要
請
し
、
防
犯
活

動
に
も
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
３
月
で
２
年
任
期
満
了

と
な
る「
防
犯
連
絡
所
委
嘱
委
員
」に
つ

い
て
は
継
続
と
せ
ず
、
各
街
区
の
防
災

委
員
に
委
嘱
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
防
災
委
員
の
活
動
に
負
け
な

い
、
さ
ら
な
る「
防
犯
」委
員
と
し
て
の

取
組
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
ど
う
し
で

お
互
い
に
気
持
ち
良
く
挨
拶
を
交
わ
す

こ
と
で
、
地
域
住 

民
と
し
て
の
連
携
強

化
に
つ
な
が
り
ま
た
防
犯
効
果
も
出
て

参
り
ま
す
。

　

挨
拶
が
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の「
文
化
」

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
十
分

と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
会
役
員
は
自
ら
率
先
し
て「
あ
い

さ
つ
運
動
」の
実
践
者
と
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２０
期
の
新
た
な
活
動
と
し
て
、リ
バ
ー

モ
ー
ル
西
側
支
流
跡
地
に「
バ
ラ
園
」が

１２
月
末
に
完
了
し
、
維
持
管
理
す
る
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の「
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
が
自
治
会
の
呼
び

か
け
で
誕
生
し
ま
し
た
。そ
の
活
動
拠

点
と
し
て
「
警
察
官
立
寄
所
」
を
活
用

し
、
冬
場
は
毎
週
水
曜
日
朝
に
水
ま
き

を
行
っ
て
い
ま
す
。夏
場
は
週
3
回
水

や
り
の
予
定
で
す
。

　

東
灘
警
察
署
か
ら
は
通
常
、
毎
日
２

回
立
寄
り
を
い
た
だ
き
、
そ
の
姿
を
見

か
け
た
方
々
も
多
い
こ
と
と
存
じ
ま

す
。今
後
は
青
少
協
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
て
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
年
末
特
別

警
戒
の
拠
点
と
し
て
も
更
な
る
有
効
利

用
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災

以
降
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自

治
会
と
し
て
は
今
後
予
測
さ
れ
る
大
地

震
や
津
波
の
脅
威
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
か
、い
か
に
行
政
や
消
防
・

警
察
と
連
携
し
て
い
く
か
、
地
域
と
し

て
の
特
性
を
生
か
し
て
い
く
か
、こ
う
し

た
観
点
か
ら
は
や
は
り「
防
災
・
減
災
」

へ
の
対
応
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
、そ
の

実
力
と
課
題
を
見
つ
め
直
す
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

当
自
治
会
は
１４
街
区
の
「
管
理
組

合
」代
表
の
集
合
体
で
あ
り
、ま
ず
は
各

街
区
ご
と
の
体
制
づ
く
り
・
組
織
づ
く

り
な
く
し
て
、
地
域
力
の
強
化
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
毎
年
の
よ
う
に
理

事
長
が
交
代
し
、
そ
の
理
事
長
の
資
質

に
よ
っ
て
街
区
の
活
動
に
大
き
な
バ
ラ

ツ
キ
を
生
じ
る
の
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。従
っ
て
、「
全
体
的
な
組
織
力

の
強
化
」「
防
災
・
減
災
」（
自
助
・
共
助
・

公
助
の
あ
り
方
検
討
）「
防
犯
体
制
づ

く
り
」
を
自
治
会
が
旗
振
り
役
と
な
っ

て
各
街
区
の
体
制
作
り
と
全
体
相
乗

効
果
を
生
み
出
せ
る
活
動
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
来
期
の
活
動
の
重
点
施

策
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
基
本
財
源
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
に
加
盟
す
る
各
家
庭
か
ら
の
月

１
５
０
円
の
拠
出
金
が
原
点
で
あ
り
、

こ
の
額
そ
の
も
の
は
全
国
的
に
も
か
な

り
低
い
負
担
金
で
す
が
年
間
に
直
す
と

全
体
で
１
０
０
０
万
円
ほ
ど
と
な
り

ま
す
。こ
の
原
資
は
年
間
の
自
治
会
活

動
に
対
し
て
財
源
的
に
大
き
な
支
障
が

で
る
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
当
面
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え

ま
す
。ま
た
来
期
か
ら
Ｗ
２１
が
自
治
会

へ
新
た
に
加
盟
す
る
街
区
と
な
り
、
財

源
の
微
増
が
見
込
め
る
こ
と
は
あ
り
が

た
い
も
の
で
す
。ま
た
戸
建
の
街
区
も

自
治
会
に
加
盟
す
る
動
き
が
あ
り
、
継

続
し
て
加
盟
街
区
の
増
加
へ
向
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
別
行
事
と
し
て
広
報

部
が
中
心
と
な
っ
て
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。「
六
甲
ア
イ
ラ

ン
ド
の
自
然
」「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
く

ら
し
」
の
2
つ
の
テ
ー
マ
で
２
部
門
（
小

中
学
生
の
部
、
高
校
生
以
上
お
と
な
の

部
）
に
分
け
て
作
品
を
募
集
。１
０
０

点
に
及
ぶ
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
選
、
入
賞
、
佳
作
の
計
１２
作
品
を

表
彰
、
全
作
品
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館

４
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
お
借
り
し
て
３
月

１８
日
〜
２５
日
ま
で
展
示
し
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年
開

催
し
て
欲
し
い
と
の
声
も
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
継
続
し
て
や
り
た
い

も
の
で
す
。

　

ま
た
事
業
部
が
企
画
し
本
年
５
月

に
実
施
し
た「
街
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
」

も
新
し
い
試
み
の
特
別
行
事
で
す
。

▲防災訓練の様子

▲昨年の総代会の様子
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昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
と
し
て
近
い
将
来
に
想
定

さ
れ
る
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震
発

生
と
津
波
被
害
へ
の
防
災
・
減
災
に
向

け
て
、
そ
の
組
織
づ
く
り
と
体
制
強
化

を
今
期
の
活
動
方
針
の
柱
と
位
置
付
け

鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。各
街

区
か
ら
２
名
以
上
の
防
災
委
員
を
選

出
い
た
だ
き
、
７
月
か
ら
生
活
安
全
部

が
中
心
と
な
っ
て
毎
月
第
４
土
曜
日
の

午
後
に「
防
災
会
議
」を
継
続
開
催
し
、

こ
の
会
議
の
中
で
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
に
よ
る
被
害
や
津
波
の
想
定
を

情
報
共
有
し
つ
つ
、
各
街
区
ご
と
に「
安

否
確
認
」「
対
策
本
部
設
置
場
所
・
避

難
場
所
の
決
定
」「
要
援
助
者
の
調
査
」

「
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
な
ど
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。そ
し
て
３
月
１１
日

に「
全
戸
一
斉
防
災
訓
練
」を
実
施
し
ま

し
た
。こ
の
結
果
、街
区
ご
と
に
防
災
意

識
が
高
ま
り
、
安
否
確
認
方
法
の
確
立

や
、
避
難
の
あ
り
方
、
対
策
本
部
の
設

置
、
減
災
へ
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、「
防

災
委
員
」
は
一
年
で
交
代
し
た
り
、
理

事
長
の
交
代
で
管
理
組
合
と
し
て
の
取

り
組
み
姿
勢
が
変
化
し
た
り
し
て
、街

ようこそ六甲アイランドへ！！
安心・安全のまちづくりにご協力を！！

（１） 

街
区
ご
と
に「
防
災
委
員
」の

　

再
選
出
・
組
織
化
に
つ
い
て

（１） 

自
治
会
活
動
の
総
点
検
と

　

財
源
の
見
直
し

（２） 「
防
犯
」へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（３） 

住
民
ど
う
し
の

　
「
あ
い
さ
つ
運
動
」継
続

自治会長
北岡  英希

　

今
期
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Y
自
治
会
発
足

２０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。こ
の
節
目
を
機
会
に
、
時
代

の
流
れ
を
見
据
え
て
更
な
る
組
織
力
の
向
上
と
地
域

力
の
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

重
点
活
動
の
内
容
と
成
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（４） 

セ
ン
タ
ー
駅「
警
察
官
立
寄
所
」の

　

有
効
活
用
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（１） 

自
治
会
活
動
に
お
け
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
新
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

3

　

総
代
会
で
予
定
し
た
以
下
の
行
事
は

全
て
滞
り
な
く
実
施
で
き
ま
し
た
。

（
カ
ッ
コ
は
主
担
当
部
）

◆ 
５
月
２９
日（
日
）

　
「
春
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」　
（
環
境
部
）

◆ 

６
月
５
日（
日
）

　
「
第
１９
期
総
代
会
」　
（
総
務
部
）

◆ 

７
月
２２
日
〜
３１
日

　
「
ラ
ジ
オ
体
操　

前
期
」　
（
事
業
部
）

◆ 

８
月
２２
日
〜
３１
日

　
「
ラ
ジ
オ
体
操　

後
期
」　
（
事
業
部
）

◆
８
月
２７
日（
土
）

　
「
第
２４
回
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン
グ
カ
ー
ニ

　

バ
ル
」　
（
事
業
部
）

◆
１１
月
３
日（
木
）

　
「
第
５
回
街
区
対
抗
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

　
（
事
業
部
）

◆
１１
月
２０
日（
日
）

　
「
第
９
回
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」　

　
（
事
業
部
）

◆
１１
月
２７
日（
日
）

　
「
秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」　
（
環
境
部
）

◆
１２
月
２８
日
〜
３０
日

　

年
末
特
別
警
戒　
（
生
活
安
全
部
）

◆
１
月
１５
日（
日
）

　
「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル　

ウ
ォ
ー
ク
＆
ラ
ン
」

　
（
地
域
振
興
会
と
共
催
）

◆
３
月
１１
日（
日
）

　
「
全
戸
一
斉
防
災
演
習
」（
生
活
安
全
部
）

◆
３
月
２５
日（
日
）

　
「
シ
テ
ィ
ヒ
ル　

ウ
ォ
ー
ク
」（
事
業
部
）

　

自
治
会
部
長
会
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

は
本
年
３
月
、
東
灘
区
役
所　

社
会
福

祉
課
が
募
集
し
て
い
る「
兵
庫
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
災
害
共
済
」
に
加

盟
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
一
保
険
加
入
メ
ン
バ
ー
の
重

複
を
避
け
る
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
会
館
」

お
よ
び「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
を
美
し
い
街

に
す
る
会
」
そ
し
て
後
述
す
る
「
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
メ
ン
バ
ー
リ

ス
ト
を
確
認
し
一
斉
申
請
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

リ
バ
ー
モ
ー
ル
の
「
西
側
の
支
流
」
跡

地
に「
バ
ラ
園
」
が
１２
月
末
完
成
し
ま
し

た
が
、
前
後
し
て
こ
の
バ
ラ
園
の
お
世
話

を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
住
民
か

ら
公
募
し
５０
名
を
越
え
る
方
々
が

「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
」と
し
て

登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
。１
月
か
ら
毎

週
水
や
り
な
ど
の
お
世
話
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
的
に
ゴ
ミ
拾
い
や
駐
輪

場
の
整
備
等
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
に
自
治
会
か
ら
委
託
し
て
「
自
治
会

認
定
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
な
っ
て
い

た
だ
く
制
度
も
確
立
し
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
委
託
で
き
る
人
の
数
が

増
え
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

　

昨
年
は「
自
治
会
２０
周
年
」記
念
事
業

と
し
て
、「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施

致
し
ま
し
た
。応
募
い
た
だ
い
た
写
真

は
大
変
優
れ
た
作
品
が
多
く
、
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
の
４
階
を
お
借
り

し
て
一
斉
に
展
示
し
た
「
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
は
大
好
評
で
し
た
。従
っ
て
今
年

も
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
作
品
を
提
供
い

た
だ
い
て
、コ
ン
テ
ス
ト
や
展
示
会
を
継

続
し
て
開
催
し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
２０
周
年
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
街
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
」

と
、「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
」を
開

催
し
ま
す
。

　

従
来
の「
街
区
対
抗
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
」は
単
一
街
区
に
よ
る
チ
ー
ム
編
成
が

大
変
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

形
式
を
変
更
し
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
し
ま
す
。そ
の
た
め
新
た
に
「
街

区
対
抗
」の
形
式
で
は
５
月
に
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
、昨
年
末
に
リ
バ
ー
モ
ー
ル
西

側
支
流
跡
地
に
完
成
し
た「
バ
ラ
園
」を

今
後
、六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
名
物
と
し
て

育
て
上
げ
て
い
き
ま
す
。初
年
度
と
な
る

今
年
５
月
に
「
バ
ラ
祭
り
」
を
開
催
し
、

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
「
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
」
を
実
施
致
し
ま
し

た
。バ
ラ
園
を
見
守
り
育
て
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」の
皆
さ
ん
、
企
画
・
設
計
そ
し

て
指
導
い
た
だ
い
た
神
戸
国
際
大
学
の

白
砂
教
授
と
ゼ
ミ
の
学
生
さ
ん
と
共
に

六
ア
イ
住
民
の
皆
さ
ん
と
こ
れ
ま
で
の

ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
今
後
よ
り
一
層
の

バ
ラ
園
の
成
長
を
見
守
り
育
て
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

自
治
会
が
主
体
的
に
行
う
行
事
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

５
月

　
「
街
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
」

　
「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
」

　
「
春
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

◆ 

６
月

　
「
第
２０
期　

自
治
会
総
代
会
」

◆ 

７
月

　
「
前
期　

ラ
ジ
オ
体
操
」

◆ 

８
月

　
「
後
期　

ラ
ジ
オ
体
操
」

　
「
夏
祭
り
（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
サ
マ
ー
イ
ブ
ニ
ン

　

グ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
）」

◆
１１
月

　
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

　
「
第
１０
回　

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
「
秋
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

◆
１2
月

　
「
年
末
自
衛
警
戒
」

◆ 

1
月

　
「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル　

ウ
ォ
ー
ク
＆
ラ
ン
」

◆ 

3
月

　
「
全
戸
一
斉
防
災
演
習
」、

　
「
シ
テ
ィ
ヒ
ル
・
ウ
ォ
ー
ク
」

　

自
治
会
は
地
域
の
声
を
最
大
公
約
数

的
に
ま
と
め
、行
政
の
各
機
関
へ
地
域
代

表
し
て
折
衝
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。つ
ま
り
行
政
機
関
と
は
「
Ｗ
Ｉ
Ｎ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
」
の
関
係
が
望
ま
れ
ま
す
。神
戸

市
が
推
進
す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
」
は
そ
う
し
た
地
域
団
体
と
神
戸
市

と
の
関
係
を
よ
り
具
体
的
に
推
進
す
る

も
の
で
あ
り
、
当
自
治
会
が
中
心
と
な
っ

て
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
存
在
す
る
主
要

諸
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
平
成
２５
年
度

に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
が
締
結

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
地
元
住
民
で
で
き
る
公
共
事
業
は

地
元
住
民
で
！
」
の
視
点
に
立
っ
て
、
住

民
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
行
政
か
ら
も

「
感
謝
」
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が

る
事
業
は
、
是
非
地
元
に
委
託
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。地
元
委
託
事
業
を

一
年
間
か
け
て
模
索
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊「
退
任
」
さ
れ
る
方
々
、
本
当
に
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。引
き
続
き
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
末
に
８９
名
の
方
々
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
傷
害
保
険
」
に
加
入
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
〈
内
訳
〉

自
治
会
執
行
役
員　
　
　
　
　
　

１５
名

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ふ
れ
あ
い
会
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　
　
　
　
　　
　

２６
名

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー  　

４３
人

ク
リ
ー
ン
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

５
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

　

今
後
も
毎
年
度
末
の
３
月
に
当
該
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
為
に
重
複
を
避

け
な
が
ら
傷
害
保
険
を
自
治
会
と
し
て

一
括
し
て
か
け
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
」が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
自
治

会
の
規
約
第
５
条（
役
員
）の「
総
務
部
」

の
管
轄
下
に
記
載
さ
れ
て
い
た
、Ｒ
Ｉ
Ｃ

ふ
れ
あ
い
会
館
の
管
理
・
運
営
規
則
を

一
部
修
正
し
て
第
１０
条（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
）を
追
加
し
た
規
約
と
し
ま
す
。

　

詳
細
は
「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Y
自
治
会
規
約
」
の
改
正
内
容
を
参
照

く
だ
さ
い
。

　

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ふ
れ
あ
い
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
管
理
し
て
い
た
会
館
の

為
の「
修
繕
積
立
金
」に
つ
い
て
、
そ
の
管

理
を
当「
自
治
会
」に
移
管
し
ま
す
。

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自
治
会

が
発
行
す
る「
情
報
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」に
つ

い
て
は
、今
年
度
に
在
庫
が
消
化
す
る
の

に
伴
い
、
新
規（
第
４
版
）を
製
作
致
し

ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（ 2 ） 

地
元
主
体
で
の
委
託
事
業
獲
得

（１） 

執
行
役
員
名
簿

第
２１
期
の
自
治
会

執
行
部
体
制
に
つ
い
て

4

（１） （２） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
ほ
か

5

科　　目

第
21
期
（
２
０
１
2
年
度
）
事
業
計
画
案

　

本
年
自
治
会
は
２１
年
目
に
入
り
ま

す
。昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
と
し
、
近
い
将
来
に
発
生
が
予
測

さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
へ

の
早
急
な
る
防
災
・
減
災
体
制
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。地
域
防
災
組

織
づ
く
り
、体
制
強
化
を
昨
年
に
続
い
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
防
犯
体
制
に
つ
い
て
も
青
少
協

な
ど
地
域
団
体
と
よ
り
一
層
の
連
携
強

化
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

来
年
３
月
に「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
街

開
き
２５
周
年
」
を
迎
え
ま
す
の
で
地
域

振
興
会
と
一
緒
に
な
っ
て
「
街
の
活
性

化
」に
つ
な
が
る
新
し
い
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

自
治
会
組
織
の
強
化
に
も
取
り
組
み

ま
す
。特
に
若
い
世
代
の
男
女
が
「
自
治

会
」に
参
画
し
や
す
く
な
る
工
夫
、
例
え

ば
「
青
年
部
」
を
新
設
し
若
い
人
の
ア
イ

デ
ア
と
行
動
力
を
引
き
出
す
よ
う
な
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
の「
重
点
活
動
方
針
」は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

東
海
・
東
南
海
・
南
海
大
地
震
と
津

波
の
脅
威
に
対
す
る
減
災
対
応
と
し

て
、
昨
年
１０
月
か
ら
発
足
し
た「
防
災
委

員
会
」
を
毎
月
開
催
す
る
中
で
の
論
議

を
踏
ま
え
て
、
各
街
区
ご
と
の
事
情
を

考
慮
し
た
街
区
独
自
の
「
災
害
対
策
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
、
情
報
共
有
化
に

よ
る
取
り
組
み
内
容
の
高
位
平
準
化
を

推
進
し
ま
す
。特
に「
自
助
・
共
助
・
公

助
」
の
中
で
ま
ず
一
番
大
切
な
こ
と
は
各

ご
家
庭
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
「
自

助
」。と
り
わ
け
「
大
地
震
」
に
対
す
る

「
家
具
固
定
」の
推
進
、「
非
常
食
」の
備

蓄
、
家
族
同
士
で
の「
連
絡
方
法
」や「
落

ち
合
う
場
所
」な
ど
の「
非
常
時
の
決
め

事
」の
明
確
化
、を
繰
り
返
し
訴
え
、促
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

各
街
区
か
ら
選
出
い
た
だ
い
た
「
防

犯
委
員
」の
方
々
を「
防
犯
連
絡
員
」と

　
し
て
東
灘
防
犯
協
会
に
登
録
し
、
協
会

と
連
動
し
た
防
犯
研
修
の
実
施
、
地
域

防
犯
活
動
の
実
践
を
図
り
ま
す
。

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
住
民
の
よ
き
伝
統
・

文
化
と
し
て
ご
近
所
さ
ん
と
の
挨
拶
、

街
な
か
や
シ
テ
ィ
ヒ
ル
で
出
会
っ
た
人
ど

う
し
で
の
挨
拶
を
励
行
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

地
域
防
犯
に
取
り
組
む「
青
少
協
」の

方
々
と
連
携
し
た
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
や
街
灯
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

昨
年
ま
で
各
街
区
代
表
は
「
生
活
安

全
部
」
に
所
属
し
「
防
災
」
を
中
心
と
し

た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
街
区
代
表
（
理
事
長
）
の
資
質
に

よ
っ
て
大
き
く
街
区
の
取
り
組
み
内
容

が
違
っ
て
き
ま
す
。従
っ
て
「
街
区
代
表

者
会
議
」
を
自
治
会
役
員
会
後
の
部
会

と
し
て
開
催
し
相
互
の
街
区
で
の
自
治

会
に
関
連
す
る
課
題
を
話
し
合
う
よ
う

に
し
ま
す
。こ
の
街
区
代
表
者
会
議
は
自

治
会
長
が
主
催
し
副
会
長
も
こ
れ
に
参

加
し
ま
す
。

　
「
生
活
安
全
部
」は
防
災
委
員
会
を
主

体
的
に
推
進
す
る
部
門
と
し
、「
防
災
・

減
災
」
を
主
た
る
目
的
と
し
た
活
動
に

特
化
し
ま
す
。

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
街
び
ら
き
か
ら

来
年
３
月
で
満
２５
年
を
迎
え
ま
す
。全

国
か
ら
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
移
り
住
ん

で
き
た
皆
さ
ん
は
、所
謂「
U
n
i
t
e
d 

o
f 

R
o
k
k
o 

I
s
l
a
n
d
」の

住
民
と
し
て
、誇
り
あ
る
街
づ
く
り
、伝

統
づ
く
り
に
邁
進
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
初
期
の
居
住
者
世
代
が
６０
歳
代

〜
８０
歳
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
六
ア
イ
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
い

人
々
か
ら
は
、
自
ら
積
極
的
に「
地
域
の

こ
と
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
声
が

多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、正
に
こ
れ

か
ら
新
旧
混
合
、
新
旧
交
代
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
自
治
会

と
し
て
は
、
こ
の
一
年
を
か
け
て「
青
年

部
」
の
創
設
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

自
治
会
の
執
行
役
員
（
部
長
会
メ
ン

バ
ー
）
は
「
定
年
制
の
導
入
」
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。少
な
く
と
も
当
自
治
会
の

執
行
役
員
は「
名
誉
職
」で
は
な
く
、
自

ら
率
先
し
て
組
織
、
地
域
を
動
か
し
て

い
く
「
実
務
執
行
者
」で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。勿
論
年
齢
に
関

係
な
く
逸
材
が
数
多
く
居
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
方
々
は「
顧
問
」や「
専
門

員
」
の
よ
う
な
お
立
場
で
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
仰
ぎ
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
当
自
治
会
に
未
加
入
の
街
区

お
よ
び
「
戸
建
」
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

は
、今
後
も
積
極
的
に
当
自
治
会
へ
の
加

入
促
進
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
は
新
規
事
業
へ
の
支
援
と
し
て

「
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創

出
実
行
委
員
会
」の
提
唱
す
る「
サ
イ
ク

ル
タ
ウ
ン
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

の「
市
民
自
転
車
教
室
」を
自
治
会
か
ら

資
金
面
で
援
助
し
ま
し
た
。こ
の
チ
ー
ム

の
取
り
組
み
が
兵
庫
県
か
ら
の
復
興
支

援
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
後
よ
り
一
層
の
ま
ち
の
活
性
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

今
年
は
地
域
振
興
会
と
協
働
し
て

「
街
の
誕
生
２５
周
年
へ
向
け
た
活
性
化

事
業
」へ
の
積
極
的
参
画
と
支
援
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。具
体
案
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、自
治
会
か
ら
一
定
額
の
原
資
を
確
保

し
ま
す
。

自
治
会
活
動
方
針
の
骨
子

（１） 

各
街
区
の
防
災
・
減
災
体
制
強
化

「
防
犯
・
防
災
」体
制
の

再
構
築
と
強
化

1

（ 5 ） 「
街
区
代
表
会
議
」の
定
期
開
催
と

　
「
生
活
安
全
部
」の
再
編
成

（ 2 ） 

各
街
区
の
防
犯
活
動
の
推
進

（ 3 ） 

住
民
ど
う
し
の「
あ
い
さ
つ
運
動
」

　

継
続「

六
ア
イ
街
び
ら
き
２５
年
・

自
治
会
２１
年
目
」の
取
り
組
み

2

バラ園づくりの様子

（３） 

自
治
会
主
催
行
事

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
の
拡
大

六甲アイランドＣＩＴＹ自治会規約　改正案

（ボランティアグループ）
本会に役員会の承認を得てボランティアグループを置くことができる。
ボランティアグループは会長又は副会長の管轄とし、ボランティアの人員については必要数を募集により確保する。
①ＲＩＣふれあい会館ボランティアグループ
　ＲＩＣふれあい会館の運営管理。ただしＲＩＣふれあい会館の管理・運営規則は別に定める。
②ローズガーデンファミリー
　神戸市との協定書に基づくＲＩＣローズガーデンの維持管理
③自治会が承認した住民ボランティア
　ゴミ拾い、自転車整備など

（会議）
本会の会議は次のとおりとする。
部長会議は、原則として毎月１度会長が招集し議長となる。
役員会議の開催は、原則として毎月１度会長が招集し議長となる。
委任状出席を含め構成員の過半数の出席で成立し、本会の運営に必要な事項を審議するが出席者の過半数の
賛成により決定する。
各部会議は、必要に応じて部長が招集し議長となる。
各部会議には、他部の役員が出席することができる。

（総代会）
総代会は本会の最高決議機関であり、次により開催する。
定時総代会は毎年１回事業年度終了後４カ月以内に、臨時総代会は必要に応じて役員会の議決により、会長が
招集しそれぞれ開催する。
総代会は、会員から各街区毎に概ね３０世帯につき１名の割合で立候補者を優先して選出した総代で構成し、
構成員の過半数の出席で成立する。
総代は各街区の代表として出席するとともに、役員に就任できる。
総代会における議決は、委任状出席を含め過半数の賛成により決する。
ただし、賛否同数の場合は議長が決定する。
総代会の議長は出席総代の互選により選出する。
総代会議事の経過および結果を記載した議事録を作成、議長ならびに総代２名が署名捺印する。

（総代会の審議事項）
総代会は次の事項につき審議する。
前期事業報告および決算報告
次期事業計画および収支予算
規約改正に関する事項
役員選任または解任
その他特に必要な事項

（会計年度）
本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌３月３１日に終る。
会計年度が終了したときは、すみやかに決算を行い監事の監査を受け総代会の承認を得なければならない。

（経費）
本会の経費は、会費、賛助会費、補助金、寄付金、その他をもって充てる。
会費は一世帯月額１５０円とし、原則として各街区管理組合を通じ毎月末までに本会所定口座に振込む。
納入された会費は返戻しない。

（細則）
本会の運営に必要な事項で、この規約に定めていない事項についてはその都度役員会で定める。

〔附則 ] 本会の規約は平成４年４月１２日から実施する。
平成    ６年７月８日一部改正　  平成９年６月２９日一部改正
平成１０年７月５日一部改正  　平成１３年７月１日一部改正
平成１５年７月６日一部改正  　平成１６年７月４日一部改正
平成１９年７月８日一部改正　  平成２３年６月５日一部改正

　　　　　　　　平成２４年６月１０日一部改正
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第 5条 
(ア)総務部…庶務・財務全般、会議の招集・進行、議事録の作成保管、ならびにＲＩＣふれあい会館の管理など。
                    ただし、ＲＩＣふれあい会館の管理・運営規則は別に定める。
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監査報告書
当自治会規約第13条第2項に基づき第20期 ( 平成23年4月1日から平成24年3月31日まで )
の一般会計収支、特別会計収支について監査の結果、予算案どおり適正に処理されていたのでここ
に報告いたします。

ＲＩＣふれあい会館会計及び 監査報告書　
第１2期(平成２3年)

◆収入の部 単位：円
科　　目 平成23年度決算 予算（案）

前年度繰越金
運 営 費
雑 収 入
施 設 使 用 料
受 講 料
交 付 金
修 繕 積 立 金
 収 入 合 計

0
1
2
3
4
5
6

448,513
1,800,000
97,090

1,186,000
32,050
100,000

0
3,663,653

780,588 
600,000 
100,000 
1,200,000 
30,000 
100,000 

0 
2,810,588 

◆支出の部

◆資産の部
現 金
小 口 現 金
普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

定 期 預 金
修繕積立金
特別会計

0
0
0
0
0

13,000,000

20,352 
36,500 
723,736 

0 
780,588 

12,000,000

広 報 費
旅 費 交 通 費
通 信 費
消 耗 品 費
事 務 費
水 道 光 熱 費
保 守 契 約 料
リ ー ス 料
ボランティア活動費
事 業 費
雑 費
備 品 費
管 理 費
保 険 料
修 繕 積 立 金
予 備 費
1～16 支出合計

収 支 差 額

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

0 
0 

148,344 
0 

6,536 
470,242 

0 
31,458 
875,760 
69,750 
50,393 
8,322 

153,300 
68,960 

1,000,000 
0 

2,883,065 

780,588 

20,000 
10,000 
150,000 

0 
20,000 
500,000 

0 
30,000 

1,000,000 
100,000 
60,000 
50,000 
500,000 
100,000 

0 
270,588 
2,810,588 

0 

☆

☆

（収支差額）

☆H23 年度は修繕積立金特別会計の定期預金として
　　\1,000,000を積立てました。
☆H24 年度は自治会の会計から修繕積立金特別会計の定期預金に
　　\1,000,000を積立てます。

第20期会計報告及び監査報告
（２）サマーイブニングカーニバル(夏祭）特別会計決算（2011年４月１日～2012年３月３１日）
◆収入の部 単位：円

科　　目 第20期予算額 第20期決算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

402,599
3,100,000
2,800,000
700,000

0
897,300

101

402,599
3,100,000
3,564,580
700,000

0
711,701
72,848
10,153

7,900,000 8,561,881

ゲームコーナーなど売上減約 18万（雨のため大きく減少）

寄付金 1万など

特別協賛新規 (30 万）＆出店新規・増額で、前年約 350 万から
微増。往訪にての新規依頼、街区から紹介など奏功。

チケット収入 51,680 円
宣伝広告諸費用戻入れ 21,168 円

収 支 差 額 次年度繰越金487,2840

◆支出の部
設 備 費

看 板・標 識 費
司 会 進 行 費
運 営 費
広 告 宣 伝 費
弁 当、飲 料 他
助 成 金
（子供みこし運営関係）

企 画 渉 外 費
( 道 路 使 用）
そ の 他
予 備 費

支 出 計

4,600,000

300,000
500,000
1,000,000
330,000
570,000

160,000

315,000
85,000
10,000
30,000

4,705,586

455,490
355,900
1,093,620
418,920
477,201

160,000

315,000
91,000
1,880
0

7,900,000 8,074,597

継続使用で看板制作費増、ゲームルールボード新設など
（次年度以降 20万以内へ予定）
櫓司会をプロ→アマへ切替、ステージ：雨で欠場△5万など

弁当配布削減、冷蔵庫カットなど

＋3区画
振込手数料など

新規出店対応、観客椅子増、安全警備品増、照明増、
ストラックアウト・ゲーム購入（経年使用）、ゲーム商品増等

当局要請でゴミコンテナ増、南広場用スタッフ増など
ライナー特別チケット関係約 13.5 万
その他：会場図印刷費など削減

前年度繰越金
自治会分担金
協 賛 金
六甲アイランド基金
活 動 助 成 金
模擬店売上金
ﾗｲﾅｰ特別券関係
雑 収 入

（１）一般会計決算（2011年４月１日～2012年３月３１日）
◆収入の部 単位：円
科　　目 第20期予算額 第20期決算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

942,216
10,260,000

0
100,000

942,216
10,095,750

0
81,906

11,302,216 11,119,872

@150×12ヶ月×5,600 戸

利子、文化フェスティバル参加費、他

収 支 差 額 1,091,385

◆支出の部

支 出 計

100,000
950,000
250,000
1,050,000

500,000
100,000
1,120,000
130,000
150,000
550,000
240,000
500,000
1,800,000
3,100,000
250,000
500,000
12,216

62,767
549,070
217,378
909,240

372,910
64,832
645,868
241,620
144,335
642,557
270,000
500,000
1,800,000
3,100,000
258,625
249,285

0
11,302,216

0

10,028,487

前年度繰越金
自 治 会 費
各 種 助 成 金
雑 収 入

総 代 会 関 連
広 報 発 行 費
ラジオ体操関連費
事 業 活 動 費

新 規 事 業 費
会 議 費
防犯防災活動費
渉 外 費
通 信 費
事 務 費
分 担 金
助 成 金
ふれあい会館運営費
夏祭り会計負担費
ホームページ運営費
２０周年記念事業
予 備 費

議案書、ポスター等
六甲アイランドだより

シティヒルウォーク、クリーン大作戦、
文化フェスティバル、ドッジボール大会

まちのにぎわい活動助成金
役員会、部長会等
警察官立寄り所・防災訓練
市・区他
郵送料、振込手数料、交通費他
コピー機使用料、用紙代
赤い羽根、年末助け合い、自治会連絡協議会
RICコミュニティライブラリー
15万×12ヶ月

情報関連
フォトコンテスト費用

（抜粋）

次年度繰越金



お問い合わせ先
六甲アイランドCITY自治会

（RICふれあい会館）  広報部  井藤まで
TEL ８５７-７３７５   FAX ８５７-７３７６
E-MAIL  ric-jichikai@ricv.zaq.ne.jp

◆収入の部 単位：円

科　　目 第20期決算額 第21期予算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

942,216
10,095,750

0
81,906

1,091,385
10,455,750

0
80,000

11,119,872 11,627,135

@150×12ヶ月×5,600 戸＋Ｗ21（200）

利子、文化フェスティバル参加費、他

収 支 差 額 01,091,385

◆支出の部

支 出 計

62,767
549,070
217,378
909,240
372,910
64,832
645,868
241,620
144,335
642,557
270,000
500,000
1,800,000
3,100,000
258,625

0
249,285

0

70,000
1,850,000
220,000
1,200,000

0
100,000
1,000,000
250,000
150,000
600,000
300,000
500,000
600,000
2,800,000
260,000
300,000
400,000
1,000,000
27,135

10,028,487 11,627,135

六甲アイランドだより、情報ハンドブック

警察官立寄所、防災訓練、防災倉庫
役員会、部長会等

市・区他
郵送料、振込手数料、交通費他
コピー機使用料、用紙代
赤い羽根、年末助け合い、自治会連絡協議会
RICコミュニティライブラリー
5万×12ヶ月

バラ祭り費用他
預金残高  12,000,000円（Ｈ24.4.1現在）

情報関連

議案書、ポスター等

シティヒルウォーク、クリーン大作戦、
文化フェスティバル、ドッジボール大会等

◆収入の部 単位：円

科　　目 第20期決算額 第21期予算額 摘　　　　　　　要

収 入 計

402,599
3,100,000
3,564,580
700,000

711,701
72,848
10,153

487,284
2,800,000
2,900,000
700,000

812,500

216

8,561,881 7,700,000

収 支 差 額 0487,284

◆支出の部
設 備 費
看 板・標 識 費
司 会 進 行 費
運 営 費
広 告 宣 伝 費
弁 当、飲 料 他
助 成 金
企 画 渉 外 費
( 道 路 使 用 ）
そ の 他
予 備 費

支 出 計

4,705,586
455,490
355,900
1,093,620
418,920
477,201
160,000
315,000
91,000
1,880
0

4,500,000
200,000
430,000
1,100,000
330,000
520,000
170,000
315,000
91,000
10,000
34,000

8,074,597 7,700,000

昨年度に、継続使用の看板制作済
本年も、司会の一部をアマへ依頼予定。
雨で中止の一部ステージ出演費復活（+5万）

新街区（W21) 参加想定

振込手数料など

昨年にゲーム一部購入済

決定

総 代 会 関 連
広 報 発 行 費
ラジオ体操関連費
事 業 活 動 費
新 規 事 業 費
会 議 費
防犯防災活動費
渉 外 費
通 信 費
事 務 費
分 担 金
助 成 金
ふれあい会館運営費
夏祭り会計負担費
ホームページ運営費
まちびらき25周年
２０周年記念事業
修 繕  積  立  金
予 備 費

前年度繰越金
自 治 会 費
各 種 助 成 金
雑 収 入

前年度繰越金
自治会分担金
協 賛 金
六甲アイランド基金
活 動 助 成 金
模擬店売上金
ライナー特別券関係
雑 収 入

第21期予算案

ゲリラ豪雨に地震や竜巻、改めて自然の圧
倒的なパワーに驚く日々が続いています。
自治会でも防災訓練に取り組んでいます。
皆様も是非積極的に訓練にご参加ください。

④　2012（平成24年）年5月26日（土） 第56号

六甲アイランドCITY自治会
創立20周年記念フォトコンテスト
六甲アイランドCITY自治会

創立20周年記念フォトコンテスト
六甲アイランドCITY自治会

創立20周年記念フォトコンテスト
六甲アイランドCITY自治会創立20周年記念フォトコンテストへ多数のご応募、有難うございました。総数で99作品の応募があり、今年3月18日（日）神戸
ファッション美術館4階ギャラリーで入賞者の表彰式を行いました。また同会場にて3月25日まで1週間写真展を開催いたしました。入賞者の皆様とその写真を
ご紹介いたします。規模や内容は変わりますが、次年度以降もフォトコンテストを引続き開催予定ですのでどしどしご応募くださいますよう宜しくお願い致します。

六甲アイランドのく
らしテーマ

六甲アイランドの自然
テーマ

六甲アイランドのく
らしテーマ

六甲アイランドの自然
テーマ

「帰り道」　 石川 恭子様

入 選

「笑顔祭」　 岩佐 美紅様

特 選

小学・中学生部門 高校生・大人部門

「ふたりきり」　 松尾 麗朱様

特 選

「早く暑い夏にならないかなあ。
  とてもまちどおしい！！」　 加藤 大志様

入 選

「全屈」　 野口 ひかり様

特 選佳 作

「秋の訪れ」　 岩佐 美紅様

佳 作

「歳末」　 和田 英利様

特 選

「六甲アイランドシティ」
藤原 則夫様

佳 作

「輝け、未来たち」　 当眞 政男様

特 選入 選

「六甲アイランドの黄葉」
後藤 正様

入 選

「銀杏通り」　 藤原 則夫様

特 選

「チューリップ祭と六甲ライナー」
西村 圭司様

佳 作

（２）サマーイブニングカーニバル(夏祭）特別会計予算（2012年4月1日～2013年3月31日）（１）一般会計予算（2012年4月1日～2013年3月31日）
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